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【一般講演6】 第18席 癲癇の鍼灸について

広島 河元 秀夫

今日の医学において一般的に用いられている「癲癇（てんかん）」とは、発作的に痙攣・意識消失を来

たす疾患を指す言葉である。WHO によると、「てんかん」とは大脳の神経細胞の過剰発射（異常な興奮

・脳波上の異常発射）によって引き起こされる反復される発作（てんかん発作）を主症状とするもので、

いろいろな原因によって生じた慢性の脳の疾患である、と定義されるも、精神病ではないとされている。

英語ではエピレプシー（epilepsy）という名称が充てられているが、この語には＜ひきつけ＞、＜転倒＞

という意味が含まれている。

中国の伝統的な医学において、「癲癇」という言葉は、唐代の医学全書『備急千金要方』の巻第十四に

おけるそれを初見とするようである。それ以前にもそれに類似した病證名として、例えば『素問』に「癲

疾」「巓疾」「癲病」、『霊枢』に「癲疾」の例があるが、これは『素問』脈要精微論の一節にある「言語善

悪不避親疎者。此神明之離也」というような精神疾患を指す言葉である。この「癲（巓）疾」が「狂」と

いう病證と関わりが深かったことは、『霊枢』に「癲狂」という篇名が見られること、『素問』や『霊枢』

に見える「癲疾厥狂」「狂巓疾」「巓疾為狂」といった表現、『難経』二十難に見える「重陽者狂。重陰者

癲」という記載からも明らかである。一方「癇」は、『素問』『霊枢』に「癇瘛」「癇厥」「癇」と見え、や

はり発作的精神疾患を指す言葉である。「癲」について『集韻』に「狂病也」とあるも、「癇」については

『説文』に「病也」とあるのみである。なお、後代｢癲癇」と総称される様になって以降、『諸病源候論』

のように「癇者、小児病也。十歳已上為癲、十歳已下為癇」とする説、『医学綱目』のように大人の病を

癲、小児疾患を癇として区別する説も行われた。

癲癇に対する鍼灸治療として、懸命穴を用いる灸法が『黄帝明堂灸法』にある。これは「黄帝灸法、神

邪、鬼魅、及び癲狂の病、語るに尊卑を択ばざるを治す」精神病の治療法である。また隋唐代においては、

精神病は「邪神」や「鬼」といった超人間的な存在が人間を魅了して神志を惑乱させたものと信じられて

いた。そのためか、精神病を治療するため、鬼の名を冠した「十三鬼穴」というものが『千金方』の巻第

十四・風癲第五の「治諸横邪癲狂針灸図訣」、『千金翼方』の巻第二十七・小腸病第四の「鍼邪鬼病図訣法」

などにみられる。しかし、なぜこれらの孔穴を用いるのか、また、なぜ「十三」という数なのか、これま

で充分に検討・検証された例を知らない。因ってこの度、これに検討を加え、隋唐時代における癲癇の鍼

灸治療の一端をあきらかにしたい。
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